
①渭水盆地を本拠とする周は，そのうちの有力な邑の一つであったが，次第に勢力を増し，前 11 世紀に殷を

滅ぼした。下線部について，孟子がとなえた王朝交替の理論の名称を答えなさい。また，その理論の内容を，

以下の 4つの語句すべてを用いて 70 字以内で説明しなさい。使用した語句には下線を引くこと。 

〔語句〕 天子 天命 禅譲 放伐 

易姓革命説 内容…天命が革り(あらたまり)，新たな有徳者が天子になり姓が変わる[易わる]という王朝交替

理論で，武力によるものを放伐，前君主からの譲位によるものを禅譲という。 

②春秋・戦国時代には政治・経済・社会が急速に変化し，春秋時代中期以降には農業技術の革新が起こった。

この農業技術の革新とそれ以前の農業技術との相違について述べ，その革新が農業経営のあり方と，従来の周

の社会秩序のあり方に及ぼした影響について，90 字以内で説明しなさい。         首都大学東京  

人力と木製農具にかわり牛耕農法と鉄製農具が普及し，より速く，深く耕すことが可能となり農業生産力が上

昇した。この結果，家族単位の農業経営が可能となる一方で，氏族の統制が緩んでいった。 

春秋・戦国時代の中国において鉄器の出現がもたらした経済的・社会的変化を300字以内で述べよ。  

鉄製農具と牛耕法の普及は，諸侯の治水灌漑や開墾の奨励と共に飛躍的な農業生産力の向上をもたらした。そ

の結果，従来の氏族共同体に代わって小家族が農業生産の中心となり，土地の私有化が進んで大土地所有者の

出現を促した。また農業生産力の向上と共に商工業も発達し，青銅貨幣が流通して富裕な商人層が出現した。

こうした状況下に諸侯は富国強兵を目指して郡県制を施行し，中央集権化を進展させて強大となった。また，

新しい価値観を説く諸子百家が活躍した。このように鉄製農具の出現により，封建体制下の世襲的身分や氏族

的な統制が緩んで封建制が崩壊し，個人の能力を重んずる実力本位の傾向が顕著となり，実力万能の時代とな

った。 

中華帝国には，それを支えた一連の「仕組み」があった。そのうちいくつかは，秦漢時代に採用されたり創始 

され，20世紀初頭に清朝が滅亡するまで存続した。そのような仕組みについて，中央が地方を支配する制度， 

対外関係の原則，正統とされた思想，歴史書の形式の 4つの側面から説明しなさい。なお秦漢時代の間に変化 

があった場合にはそれにもふれること。また解答には以下の用語を必ず使用しなさい(250 字程度)。 

封建制， 郡県制， 委(倭)奴国王， 儒家，  司馬遷，   大阪 

秦は地方支配にあたって，周の封建制にかわり中央集権的な郡県制を採用した。前漢成立当初は封建制と郡県

制を併用する郡国制であったが，武帝の頃から実質上，郡県制になった。周辺諸国との関係では，華夷秩序の

もとで朝貢・冊封体制がとられた。例えば後漢の光武帝は，朝貢してきた委奴国王に対して金印を授け，その

地の王として冊封した。思想面では，秦は法家を採用して儒家を弾圧したが，前漢武帝の頃から儒学が官学化

していき，その後正統な学問となった。司馬遷の「史記」の叙述形式である紀伝体が，その後の正史の形式と

なった。 

ある特定の地域の歴史を通観する時，大きく時代が転換する時期をいくつか見いだすことができる。中国の歴

史においては，前漢王朝の武帝の時代を一つの転換期と見なす見方がある。この武帝の時代はどのような意味

で転換期と見なすことができるのか，下記の語句を参考にしつつ，統治の在り方の側面と社会・経済の側面と

を関係づけながら 350 字以内(句読点を含む)で論述しなさい。 

郡国制 一君万民 対外膨張策 塩・鉄・酒の専売 

郷挙里選 九品中正                            名古屋大学 

武帝は,高祖以来の郡国制が呉楚七国の乱鎮圧により実質的な郡県制に切り替わるなかで即位し,皇帝が官僚を

用いて農民たちをおさめる一君万民の体制を目指して中央集権化を進めた。前漢の初めには法家や道家の思想

が影響力を持ったが、武帝は董仲舒の献策にもとづいて五経博士を置き,儒学を官学として国家統治の支柱とし

たため,以後歴代王朝に受け継がれた。この儒学の理念により人材を登用するために、地方の有徳の人物を推薦

させる郷挙里選を開始した。これは魏晋南北朝時代の九品中正に継承されて,門閥貴族勢力の形成に影響を与え

た。さらに、蓄積された国力をもとに対外膨張策へと転じて領土を拡大したが,財政難となったため，均輸法や

平準法などの経済統制策だけでなく,塩・鉄・酒の専売を始め, これも歴代王初の財源となっていった。 



中央ユーラシアの草原地帯では古来多くの遊牧国家が興亡し，周辺に大きな影響を及ぼしてきた。中国の北方

に出現した遊牧国家，匈奴について，中国との関係を中心にしつつ，その前 3世紀から後 4世紀初頭にいたる

までの歴史を 300 字以内で説明せよ。                         京都大学   

スキタイ文化の影響を受けて騎馬遊牧民化した匈奴は，戦国時代の中国に侵入を繰り返した。これを防ぐため

に燕，趙が築いた長城を秦の始皇帝が修築・連結し，遠征軍を派遣した。しかし漢の高祖は，前 2世紀の冒頓

単于のもとで全盛期を迎えた匈奴に破れ，以後融和策をとったが，武帝時代には張騫を大月氏に派遣したり遠

征軍を送るなど，積極的に反撃策を開始した。その後衰退した匈奴は前 1世紀に東西に分裂し，西匈奴は滅び

東匈奴は漢に服属したが，後 1世紀には南北に分裂した。北匈奴は西方に移動したが，南匈奴は後漢に服属し

長城付近に定着した。晋に八王の乱が起きると匈奴を含む五胡が華北に侵入し，この混乱の中で 4世紀初頭晋

は滅亡した。 

中国の「三教」，すなわち儒教・仏教・道教のうち，仏教・道教は大衆にも広く浸透し，中国社会を変容させ

てきた。仏教・道教が中国に普及し始めた魏晋南北朝時代における仏教・道教の発展，および両者が当時の中

国の政治・社会・文化に与えた影響について，300 字以内で説明せよ。解答は所定の解答欄に記入せよ。句読

点も字数に含めよ。                                  京都大学  

華北では４世紀に西域出身の仏図澄や鳩摩羅什が訪れ，仏教の布教や仏典漢訳を行った。また東晋の僧法顕は，

仏典を求めてインドを訪れた。当時の仏教は華北では庶民まで広まり，石窟寺院が造られた。江南では貴族の

教養として受け入れられ，南朝の首都建康には多数の仏寺が建てられ，貴族文化に影響を与えた。こうして仏

教は江南では国家や貴族の保護を受けて栄えた。この結果，浄土宗，禅宗などの宗派が成立し，中国仏教の主

流となった。他方で後漢の太平道や五斗米道を源流とし，老荘思想や神仙思想が加わって，北魏の寇謙之が道

教教団を確立した。北魏の太武帝は道教を国教とし仏教を弾圧したが，すぐに復興し両宗教は民衆に定着して

いった。 

6 世紀から 7 世紀にかけて，ユーラシア大陸東部ではあいついで大帝国が生まれ，ユーラシアの東西を結ぶ交

通や交易が盛んになった。この大帝国の時代のユーラシア大陸中央部から東部に及んだイラン系民族の活動と，

それが同時代の中国の文化に与えた影響について，300 字以内で説明せよ。         京都大学 

ソグディアナ地方のサマルカンドを拠点に東西交易に従事したイラン系ソグド人によって，東西文物の交流が

進んだ。オアシス都市を結んで中国の生糸や絹が西方に伝えられたので絹の道と呼ばれているが，ソグド語や

ソグド文字は中央アジアの共通語・共通文字として広く使用された。6 世紀に強大化した突厥はソグド人を交

易や外交に用いた。ソグド人はゾロアスター教やマニ教，ネストリウス派キリスト教を唐代の中国に伝えたが，

その結果それらの寺院が長安に建築され，大秦景教流行中国碑も建てられた。ササン朝の滅亡後はイラン系の

人々が多数移住し，イラン系風俗が流行した。またアラビアやペルシアの商人が来航し，長安は国際都市とし

て栄えた。 

隋を受け継いで大帝国を樹立した唐は，近隣の諸国や諸民族に大きな影響を与えた。唐の文化を受容し，ある

いは唐と政治的関わりをもったモンゴル高原，チベット，雲南地方の諸国や諸民族の７世紀から９世紀にかけ

ての興亡について，300 字以内で述べよ。                                     京都大学 

モンゴル高原ではトルコ系の東突厥が 7世紀以前半に唐の攻撃を受け衰退し，都護府の監督下に入った。東突

厥は 7 世紀末に一時強大な勢力となったが，8 世紀半ばにトルコ系のウイグルに滅ぼされた。ウイグルは安史

の乱で唐を援助するなど強大な勢力を誇ったが，9世紀前半にトルコ系のキルギスの侵入を受けて滅亡した。 

チベットでは 7 世紀にソンツェン=ガンポによって吐蕃が建国され，その後安史の乱に乗じて一時唐の都長安

を占領したが，9世紀には唐との関係を改善して会盟を結んだ。 

雲南地方では 8世紀後半，唐とチベットの争いに乗じて，チベット＝ビルマ系の南詔国が勢力を伸ばし唐の冊

封を受け，漢字や仏教を取り入れて繁栄した。（一方，9世紀には安南都護府を壊滅） 

 

 



唐から宋への時代の変化を、政治・軍事制度の側面から具体的に 300 字以内で述べよ。  京都大学 

＜解答例１＞ 

政治的には，唐において権勢を誇った門閥貴族の没落とそれに伴う皇帝権力の強化，三省六部制の変質があげ

られる｡唐では門閥貴族が皇帝との合議制で政治を運営し，皇帝の政策を制限した｡ 

貴族は安史の乱～唐末五代の混乱期に没落し，変わって新興地主層(形勢戸)が台頭 

宋では殿試新設などで科挙制を整備して新興地主層を官僚に登用し，門下省を事実上廃止して皇帝独裁体制を

樹立した。 

軍事的には節度使による地方割拠状態から皇帝直属の軍である禁軍強化への変化｡ 

唐の玄宗が始めた募兵制とほぼ同時に設置された節度使の強大化が唐を滅ぼす一因となる｡ 

宋では文治主義をとり節度使の権限を削減し，禁軍を強化して軍事的にも中央集権を確立した。 

＜解答例２＞ 

唐は第二代太宗のとき、律令体制が確立     

政治体制は、科挙で採用した官僚を三省六部などに組織したが貴族官僚が有力で貴族政治であった 

軍事体制は、兵農一致で徴兵する府兵制を実施 

唐代半ばで安史の乱が起こる 均田制は崩壊し、荘園制が発展し均田農民が没落    

府兵制は募兵制となり、節度使が藩鎮化して皇帝の政治的支配が弱まった 

   唐末五代の社会変革期に、貴族が没落し、新興地主が台頭   

この乱を統一した宋 軍制＝募兵制により、節度使の軍隊を禁軍に再編成 

政治＝文治主義をとり、科挙に殿試を加え新興地主を皇帝直属の官僚に採用して皇帝独裁体制を樹立 

4 世紀から 12 世紀にかけて，長江下流地域(江南地方)における開発が進み，中国経済の中心は華北地方からこ

の地域に移動した。この過程を，300 字以内で説明せよ。解答は所定の解答欄に記入せよ。句読点も字数に含

めよ。  京都大学   

4 世紀初めに晋が滅亡し，晋の一族は江南に逃れ建康を都とする東晋を建てた。五胡十六国時代となった華北

からは漢民族が多数移住し，長江中・下流の開発が進んだ。隋の時代に大運河が完成し，江南の物資を華北へ

と水運での輸送が可能となった。10 世紀後半，宋は大運河と黄河の接点で物資集散の要衝である開封に都を定

めた。12 世紀前半に宋が滅びると，臨安を都とする南宋が成立した。江南への移住が進むと，干拓などによる

新田開発が進み，成長の早い占城稲が導入された。この結果，長江下流は穀倉地帯となり，「蘇湖熟すれば天

下足る」といわれた。茶や陶磁器の生産も増え，国外へも輸出されて杭州などが海上交易で栄えた。 

中国の科挙制度について，その歴史的な変遷を，政治的・社会的・文化的な側面にも留意しつつ，300 字以内

で説明せよ。解答は所定の解答欄に記入せよ。句読点も字数に含めよ。   京都大学 

九品中正法が豪族の門閥貴族化を招いたため，隋の文帝は学科試験による科挙を始めた。唐代は貴族中心の社

会であったが，則天武后は積極的に科挙官僚を登用した。また科挙では儒教の他に詩作も重視したため，多く

の詩人を輩出した。唐末五代の時期に貴族は没落し，宋では新興地主層が科挙官僚となり，儒教や詩文の教養

を持つ士大夫層が社会の中心となった。また最終試験として殿試が設けられ，君主独裁体制を強化した。元で

は科挙が一時廃止されたが，明では朱子学が官学となり『四書大全』や『五経大全』が編纂された。明，清で

は科挙合格者であった郷紳が地方の有力者となった。列強進出の中，清朝末期の改革の一環として 1905 年廃

止された。 

 

 

 

 

 

 



宋代以降の中国において，様々な分野で指導的な役割を果たすようになるのは士大夫と呼ばれる社会層である。

彼らはいかなる点で新しい存在であったのか。これについて，彼らを生み出すにいたった新しい土地制度と，

彼らが担うことになる新しい学術にも必ず言及し，これらをそれ以前のものと対比しつつ 300字以内で述べよ。

解答は所定の解答欄に記入せよ。句読点も字数に含めよ。京都大学 

唐末五代の戦乱期に貴族が没落すると，これに代わって宋代に形勢戸と称される新興の地主層が台頭した。彼

らは貴族のように荘園を直接経営し自給的生活を送るのではなく，買い集めた土地を佃戸と呼ばれる小作人に

貸して小作料をとることで経済力を伸張させた。一方，儒学の分野でも，それまでの経典の字句解釈を重んず

る訓話学に代わり，経典全体を哲学的にとらえて宇宙万物の正しい本質に至ろうとする宋学がおこった。こう

した新しい学問を担ったのが経済力をつけた形勢戸であり，彼らは貴族のようにその地位を世襲するのではな

く，科挙に合格することにより官界に進出して士大夫屑を形成し，さまざまな分野で指導的役割を果たした。 

元の時代の交通・商業について論述せよ。なお，論述するにあたっては，下の語句をすべて使用し，使用した

箇所には下線を引いておくこと。250 字以内   駅伝制 海運 銀 交鈔 ムスリム商人 

モンゴル帝国の初期の時代から交通路の整備や国際商人の保護を推進し，カラコルムを中心にジャムチという

駅伝制をしいて，陸上の交通・通信のネットワークを形成した。また江南地方と大都を結ぶ大運河のみならず

山東半島を経由する海運も開かれ，大都は経済の中心地である江南だけでなく，海路を通じて南方とも結ばれ

ることとなった。こうした陸上・海上の交易活動に従事したのがムスリム商人であった。貨幣としては銀が基

本であったが，その補助として交鈔という紙幣が用いられた。 

フビライ=ハン(元の世祖)の治世上の業績を領上の拡張，中国支配体制の整備の両面から 300 字以内で具体的 

に述べよ。  京都府立大  

フビライ=ハンは，南宋を滅ぼして中国全土を支配下においたほか，ビルマのパガン朝も滅ぼしたが，日本や

ジャワ，ベトナムなどの遠征には失敗した。中国的な管制を採用したり，州県制を行うなど従来の中国の支配

体制を継承した。しかし，実質的な政策決定はモンゴル人が行い，色目人と呼ばれる中央アジアや西アジア出

身の諸民族を財政官僚として重用した。そして、金の支配下にあつた人々を漢人，南宋の支配下にあった人々

を南人と呼んで支配し，科挙も中断した。その一方で、ジャムチの維持や大運河の補修，海運の整備などを行

い，商業の発達に努めた。（300 字） 

 

次の問について，400 字以内で解答しなさい。なお，解答文中では指定された語句に下線を施すこと。 

14 世紀なかばから 18 世紀末にかけての明・清の海上貿易管理体制について，それに対する国家・集団の動向

に注目しながら，以下の語句を用いて説明しなさい。 

海禁政策 後期倭寇 公行 台湾 琉球王国 

 

14 世紀なかばに明朝を立てた洪武帝は，海禁政策をとって民間人の海上貿易を禁じ，政府の管理する朝貢貿易

を推進した。15 世紀初めに成立した琉球王国は，明朝の冊封を受けて朝貢貿易に加わり，中国と東シナ海・南

シナ海とを結ぶ中継貿易を行って繁栄した。しかし，16 世紀になると密貿易を行いながら中国沿岸を襲撃する

後期倭寇の活動が激化して明朝を苦しめ，明朝はやむを得ず海禁を緩めた。17 世紀なかばに明朝が滅亡して清

朝が中国に進出すると，鄭成功とその一族が武装貿易船団を率いて抵抗を続けたため，清朝は厳しい海禁によ

ってその財源を絶ち，鄭氏を降して台湾を占領した後に海禁を解除して海上貿易を推進した。18 世紀なかばに

乾隆帝はヨーロッパ船の来航を広州 1 港に制限し，公行という特定の商業組合に貿易を管理させた。18 世紀末

にイギリスはマカートニーを清朝に派遣して，広州以外の開港など貿易の拡大を要求したが，乾隆帝はこれを

拒否した。 

 

 
 



マンチュリア(今日の中国東北地方およびロシア極東の一部)の諸民族は国家を樹立し，さらに周辺諸地域に進

出することもあれば，逆に周辺諸地域の国家による支配を被る場合もあった。4世紀から 17 世紀前半における

マンチュリアの歴史について，諸民族・諸国家の興亡を中心に 300 字以内で説明せよ。京都大学 

朝鮮半島北部の高句麗は 4世紀に楽浪郡を滅ぼし，広開土王の時代に栄え，半島南部の百済，新羅と対立した。

7 世紀に高句麗，百済は唐と結んだ新羅に滅ぼされたが，7 世紀末には高句麗遺民と靺鞨人によって渤海が建

国された。10 世紀にモンゴル系の契丹が遼を建国し渤海を滅ぼした。12 世紀には女真人が金を建て，遼や北

宋を滅ぼし淮河以北の地を獲得した。13 世紀にはモンゴル帝国が現れ，東北地方や中国本土を支配した。その

後，東北地方は元や明によって支配されたが，17 世紀初め女真人のヌルハチが後金を建て，2代目ホンタイジ

は内モンゴルのチャハル部を従え，国号を清と改め皇帝を称した。次の順治帝は明滅亡後の中国に進出して北

京に遷都した。 

 

 

中国の皇帝独裁制(君主独裁制)は，宋代，明代，清代と時代を経るにしたがって強化された。皇帝独裁制の強化をも

たらした政治制度の改変について，各王朝名を明示しつつ 300 字以内で述べよ。京都大学 
 

 

宋は節度使の権限を奪い文官を重用する文治主義の採用や皇帝に直属する禁軍の強化，宰相の権限の分散化， 

科挙の最終試験である皇帝自らが試問する殿試の創設などによって，皇帝独裁制を実現した。明代では中書 

省と宰相の廃止により行政の最高機関となった六部と監察・軍事の最高機関とを皇帝直属としたため，皇帝 

独裁制はより強化された。しかし，永楽帝時代に設置された内閣大学士が後に実質上宰相の実権を持つに至 

った。征服王朝の清は内閣など明の諸制度を受け継ぐ一方，八旗など女真族独自の軍事・行政組織も維持し 

皇帝権力を支えた。雍正帝時代には軍事機密保持のため軍機処が設置され，後に内閣に代わる政治の 

最高機関となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


